
２ ０ ２ ２ 年 ４ 月 第 ４ ０ ５ 号沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

ホームページ 沖電気の職場を明るくする会

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都品川区二葉2-20-8 染野ビル２Ｆ 電話03（6421）5323

前
々
か
ら
危
惧
さ
れ
て

い
た
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
現
実
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
首
都

キ
エ
フ
を
は
じ
め
、
多
く
の
都
市
の

爆
撃
で
、
一
千
数
百
万
人
を
超
え
る

国
民
の
暮
ら
し
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま

す
。
避
難
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
が
続

き
、
多
く
の
罪
の
な
い
人
々
の
人
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
▼
侵
攻
の
主
な

要
因
と
し
て
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
勝
手
に
自
国
の
勢
力
圏
と
み
な

し
て
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の

思
い
通
り
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
攻
め
入
る
こ
と

な
ど
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ど
ん
な
体
制
を
選
ぶ

の
か
は
自
由
で
あ
っ
て
、
他
国
が
制

約
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
や
国
民
の
命

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

「
主
権
の
尊
重
」
「
領
土
の
保
全
」

「
武
力
行
使
の
禁
止
」
な
ど
を
義
務

付
け
る
国
連
憲
章
に
基
づ
く
平
和
秩

序
が
根
底
か
ら
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
発
や
病
院
に
も
攻
撃
を
仕
掛
け
る

と
い
う
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
等
に
違
反

す
る
行
為
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
▼
い

ま
重
要
な
の
は
、
世
界
の
国
々
と
市

民
社
会
が
「
侵
略
や
め
よ
」
「
国
連

憲
章
を
守
れ
」
の
一
点
で
、
声
を
あ

げ
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
各

国
の
政
府
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

こ
の
機
会
に
乗
じ
て
紛
争
当
事
国
へ

の
軍
事
支
援
に
道
を
ひ
ら
く
こ
と
で

は
な
く
、
ロ
シ
ア
軍
の
攻
撃
を
や
め

さ
せ
る
た
め
の
外
交
努
力
を
つ
く
す

こ
と
で
す
。
多
く
の
女
性
や
子
ど
も

た
ち
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の
命
を

守
る
た
め
の
支
援
に
い
っ
そ
う
力
を

つ
く
す
べ
き
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
々
が
一
日
で
も
早
い
平
穏
を
取
り

戻
せ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

検索→

オ
ス
テ
オ
ス
ペ
ル
マ
ム

花言葉：無邪気

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は無料です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。

日
立
・
東
芝
・
Ｎ
Ｅ
Ｃ
・

村
田
製
作
で
満
額
回
答

電
機
大
手
企
業
は
16
日

労
働
組
合
の
要
求
に
対
し

一
斉
に
回
答
を
出
し
ま
し

た
。
労
働
者
の
た
た
か
い

で
経
団
連
や
政
府
が
賃
上

げ
を
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

も
と
で
、
コ
ロ
ナ
前
を
上

回
る
賃
上
げ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
20
年
以
上
続
い

た
賃
金
抑
制
で
主
要
国
で

唯
一
実
質
賃
金
が
上
が
ら

な
い
国
か
ら
脱
出
す
る
に

は
程
遠
く
、
物
価
高
騰
に

追
い
つ
か
な
い
の
が
実
態

で
す
。

格
差
拡
大
と
分
断
の

配
分
内
容

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
要
求
の
半
分

の
１
５
０
０
円
。
一
時
金

も
４
．
３
か
月
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
配
分
内
容
も

昨
年
あ
っ
た
グ
レ
ー
ド
給

へ
の
一
律
ア
ッ
プ
は
な
し
。

成
果
加
算
給
に
、
最
高
評

価(

Ｓ
）
で
２
２
０
０
円
、

最
低
評
価(

Ｄ)

は
０
円
と

な
る
差
別
的
な
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
各
グ
レ
ー
ド

の
Ｂ
～
Ｄ
評
価
で
は
賃
金

ダ
ウ
ン
す
る
人
も
。

更
に
年
令
毎
に
増
加
す

る
生
計
費
を
保
障
す
る
年

齢
別
最
低
賃
金
は
１
８
歳

の
み
２
０
０
０
円
の
改
定
。

昨
年
ま
で
あ
っ
た
１
８
歳

～
４
１
歳
ま
で
の
一
律
５

０
０
円
ア
ッ
プ
ま
で
な
く

な
り
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
相
対
的
・
恣

意
的
評
価
で
、
春
闘
結
果

が
賃
金
ダ
ウ
ン
も
あ
り
得

る
、
労
働
者
分
断
に
拍
車

が
か
か
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
労
働
組
合
の
存

在
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

OKIの春闘配分内容と最賃改定（18歳のみ)



契約金額  献金額

（億円） （万円）

富士通 847 1500

三菱電機 797 2000

日本電気 674 1500

日立製作所 227 5000

沖電気 157 0

沖電気の過去例 １９９０年

１９９０年 168 3350

２０２０年

11
年
前
を

思
い
出
さ
せ
る
地
震

【
埼
玉
・
蕨
】

東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
蕨
で
も

壁
に
ヒ
ビ
が
入
る
な
ど
の

被
害
が
あ
り
、
当
日
帰
宅

困
難
な
社
員
が
多
か
っ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
で

す
。
震
災
の
被
害
が
多
か
っ

た
東
北
地
方
は
い
ま
だ
に

元
の
生
活
に
戻
れ
ず
暮
ら

し
に
困
窮
し
て
い
る
方
が

多
く
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
で
先
月
大
き
な
地

震
が
発
生
し
、
東
北
地
方

に
再
び
大
打
撃
を
与
え
ま

し
た
。
政
府
に
は
今
回
は

当
然
の
こ
と
、
11
年
前
の

震
災
に
つ
い
て
も
支
援
を

徹
底
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
被
災
地
の
住
民
が

１
日
で
も
早
く
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
日
が
来
る
こ
と

を
改
め
て
祈
り
ま
す
。

更
衣
室
ロ
ッ
カ
ー
が

施
錠
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
群
馬
・
富
岡
】

以
前
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
、
男
子
ロ
ッ
カ
ー
の
シ

リ
ン
ダ
ー
鍵
が
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
５
月
、
男
子

ロ
ッ
カ
ー
で
盗
難
事
件
が

起
き
た
時
、
女
子
ロ
ッ
カ
ー

に
は
す
で
に
鍵
が
渡
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
男
子
ロ
ッ

カ
ー
に
は
渡
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
物
を
ロ
ッ

カ
ー
に
入
れ
て
お
く
事
が

心
配
に
な
る
の
は
当
然
で
、

改
善
が
求
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
「
男
子
ロ
ッ
カ
ー
に

付
い
て
い
る
シ
リ
ン
ダ
ー

の
鍵
は
保
管
さ
れ
て
い
な

い
」
と
い
う
理
由
で
鍵
が

使
え
な
い
ま
ま
で
し
た
。

今
回
鍵
が
配
ら
れ
た
こ
と

で
、
安
心
し
て
ロ
ッ
カ
ー

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
「
だ
い
ぶ
時
間
が

か
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ

で
ひ
と
安
心
だ
」
の
声
が

聞
か
れ
ま
す
。

新
工
場
建
設
完
成
が

ま
ぢ
か
に

【
埼
玉
・
本
庄
】

昨
年
か
ら
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
７
期
棟
の
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ビ
ル
の
ス
マ
ー
ト
工
場
の

工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

線
路
側
か
ら
見
る
と
ガ
ラ

ス
張
り
の
オ
フ
ィ
ス
の
よ

う
な
景
観

で
す
。
作

業
着
の
制

服
・
帽
子

も
ア
ン
ケ
ー

ト
が
行
わ

れ
新
し
く

な
り
ま
す
。

人
権
侵
害
は
許
さ
な
い

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

労
働
者
の
声
を
国
に
届

け
る
３
月
25
日
に
全
労
連
、

東
京
地
評
、
電
機
・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
三
団
体
共
同
の

省
庁
（
厚
労
省
、
経
産
省
、

外
務
省
、
法
務
省
）
要
請

行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

電
機
産
業
で
は
２
０
１
１

年
以
降
64
万
人
以
上
が
人

員
削
減
さ
れ
、
実
質
賃
金

は
１
９
９
７
年
を
ピ
ー
ク

に
下
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
労
働
者
の
人
格

を
侵
害
す
る
違
法
な
退
職

強
要
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

横
行
し
、
ま
た
関
連
会
社

へ
の
移
籍
な
ど
で
賃
金
が

下
げ
ら
れ
る
な
ど
雇
用
や

生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
要
請
行
動
で
は
、
こ

れ
ら
の
実
態
を
各
企
業
で

働
い
て
い
る
労
働
者
が
切
々

と
訴
え
ま
し
た
。
「
監
禁

部
屋
」
に
入
れ
ら
れ
て
20

年
以
上
も
一
人
で
闘
っ
て

き
た
女
性
や
雇
い
止
と
闘
っ

て
い
る
女
性
、
ま
た
就
業

時
間
中
に
４
人
が
か
り
で

宙
吊
り
状
態
で
拘
束
し
職

場
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
青

年
、
再
雇
用
で
も
週
３
日

勤
務
状
態
で
生
活
困
難
状

態
の
労
働
者
な
ど
が
一
日

で
も
早
く
是
正
す
る
よ
う

救
済
を
求
め
ま
し
た
。

（
☎
０
３-

６
４
２
１-

５
３
２
３

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
）

★ ８ 時 間 働 け ば 誰 で も 生 活 が で き る 職 場 を ★ ２０２２年 ４月 第４０５号

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
１
６
７
回

政
治
献
金

電
機
・
軍
需
企
業
の
自
民
党
へ
の
献
金

防
衛
省
契
約
高
と
献
金
額
・

沖
電
気
は
ゼ
ロ

★企業が、軍需品を防衛省と契約した金額

と自民党の政治団体「国民政治協会」への

金額。沖電気は２０００年以降献金の記録

がありません。沖電気グループは行動規範

で「寄付行為や政治献金はその必要性や妥

当性を充分考慮する」と規定している。

４
月

日
本
の
成
人
年
齢

１
８
歳
に
な
り
ま
す
。

政党助成金 年間約３２０億円 ２０２１年
企業・団体からの政治献金を規制するといいながら、

国民一人当たり２５０円の税金を政党が山分け

★日本共産党は支持していない政党にも交付され「国民

の思想及び信条の自由」「結社の自由」を侵害する憲法

違反の制度であるなどとして制度の廃止を要求し、助成

金（政党支援金）を受け取っていない。

消費税⇒

賃金⇒

法人税⇒

消
費
税
は

ど
こ
に
行
っ
た
の
か

「
社
会
保
障
の
た
め
」
は
増
税
の

た
め
の
方
便
？
景
気
回
復
に
は
減
税

と

大
幅
賃
上
げ
が
必
要
で
す
。

世
界
各
国
の
成
人
年
齢
は

１
８
歳
が
主
流
で
す
。
日

本
の
成
人
年
齢
が
20
歳
か

ら
変
わ
る
の
は
１
８
７
６

年
（
明
治
９
年
）
以
来
約

１
４
０
年
ぶ
り
の
変
更
。

◇

親
権
者
の
承
諾
が
得
な
く
て

も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ロ
ー

ン
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
契
約

が
で
き
る
よ
う
に
。

◇
結
婚
可
能
年
齢
は
こ
れ
ま
で

女
性
16
歳
以
上
、
男
性
18
歳
以

上
か
ら
、
男
女
と
も
18
歳
に
。

◇
裁
判
員
裁
判
に
も
参
加
、
公

認
会
計
士
な
ど
の
国
家
資
格
の

取
得
も
可
能
に
。

◇
飲
酒
、
喫
煙
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

な
ど
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
20
歳

か
ら
。

消
費
拡
大
せ
ず
日
本
経
済
は
長
期
低
迷

政
策
の
転
換
が
必
要

▽▼過去２０年間で負担率は10%増加▼▽

制
度
開
始
２
７
年

総
額
８
５
３
９
億
円


